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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釣り用人工餌において、
　内部に収容空間を有し、釣り中、水圧により前記収容空間に水が流入する流入ホールを
有する人工餌本体と、
　誘引物質で構成され、前記収容空間に挿脱可能に備えられる誘引剤と、
を備え、
　前記流入ホールを介して流入した水が前記誘引剤に接触し、前記人工餌本体の排出ホー
ルを介して釣り中、前記誘引物質が外部に排出され、前記流入ホールは、前記人工餌本体
の長手方向上面から前記収容空間まで前記人工餌本体を貫通し、前記排出ホールは前記人
工餌本体外面から前記収容空間まで前記人工餌本体を貫通し、
　前記誘引剤は、発泡剤型誘引剤及びまたはカプセル型誘引剤であり、
内部に前記誘引物質が充填された前記カプセル型誘引剤が前記収容空間に挿入され、使用
時に前記人工餌本体を加圧して前記カプセル型誘引剤に圧力が与えられて破裂すると前記
排出ホールを介して前記誘引物質が外部に排出され、
前記発泡剤型誘引剤は、誘引物質に炭酸水素塩粉末を含む固形材の形態であり、前記収容
空間に挿入され、使用時に流入した水と反応して発泡し、発泡と同時に前記排出ホールを
介して前記誘引物質が外部に排出され、
　前記人工餌本体は前記誘引剤が充填されることにより再使用が可能であり、前記誘引剤
は中空の円筒形状で上下に穴が貫通しており、挿入棒の先端部に形成された係止突起に一
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つの前記誘引剤の前記穴が挿入され、前記挿入棒の係止突起に挿入された前記誘引剤は、
前記流入ホールまたは前記排出ホールを介して前記収容空間に充填され、前記誘引剤が変
更されることが可能である、
ことを特徴とする誘引物質を用いた釣り用人工餌。
【請求項２】
　前記排出ホールは、
　前記収容空間において前記人工餌本体の長さ方向または側面方向に少なくとも１つ以上
形成されることを特徴とする請求項１に記載の誘引物質を用いた釣り用人工餌。
【請求項３】
　前記誘引物質は、赤色であり、魚類飼料、魚粉末、魚オイル、魚血液、穀物性粉、及び
有機結合剤のうち、少なくとも１つ以上で構成されることを特徴とする請求項１に記載の
誘引物質を用いた釣り用人工餌。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、誘引物質を用いた釣り用人工餌に関するものである。より詳細には、様々な形
態と方式の誘引剤を挿脱可能に結合して、嗅覚と視覚により魚を誘引できる釣り用人工餌
に関する。
【背景技術】
【０００２】
釣りは、釣り竿と釣り糸、釣り針など、道具を用いて魚類、貝類、甲殻類、その他の水産
動物を釣る行為と定義することができる。釣りを楽しむ釣り人口と釣りによる漁獲量に対
しては水産業界内でも異見があるが、釣り人口は、６００万名に迫り、漁獲量も一年数百
万トンに達するという意見がある。
【０００３】
このように、釣り人口と釣り市場の規模は正確に把握されていないが、釣り専門放送がケ
ーブルチャネル内に編成され、各種芸能プログラムにおいて海釣りなどが紹介されている
ことにより、釣り人口は、毎年増加していることと推算されている。
【０００４】
一方、釣りには、様々な種類の釣り餌が使用されており、釣り方法によって ゴカイやイ
カなどのような生餌の他に、人工餌を用いることもある。
【０００５】
これと関連して、韓国登録実用新案第２０－０４０８８７５号公報には、誘引物質を内蔵
した人工餌が開示されている。
【０００６】
また、韓国公開特許第１０－２０１３－０００１０９２号公報には、水中に誘引剤や魚粉
が拡がるような人工餌が開示されている。
【０００７】
ところが、このような人工餌は、使用環境に応じて魚を誘引する誘引物質を交替して使用
したり、誘引物質が溶けて拡がる程度や誘引物質の量などを適宜調節することができず、
制限された環境でのみ使用することができる。
【０００８】
したがって、釣り方法や捕獲しようとする魚種によって誘引物質を交替したり、誘引物質
が拡がる程度や量などを調節して使用できる人工餌を考慮してみる必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国登録実用新案第２０－０４０８８７５号公報
【特許文献２】韓国公開特許第１０－２０１３－０００１０９２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明は、上記のような従来の問題点を解決するために案出されたもので
あって、本発明の一実施形態によれば、釣り方法や捕獲しようとする魚種によって様々な
方式、形態の誘引剤を人工餌本体に挿脱、充填できるように結合し、嗅覚のみならず、視
覚的にも魚を誘引でき、釣り糸を振るなど、人工餌に加圧される水圧を調節して、誘引物
質が排出される量を調節できる誘引物質を用いた釣り用人工餌を提供することにその目的
がある。
【００１１】
一方、本発明において成そうとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限され
ず、言及していないさらに他の技術的課題は、下記の記載から本発明が属する技術分野に
おける通常の知識を有する者に明確に理解され得るであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
本発明の目的は、釣り用人工餌において、内部に収容空間を有し、釣り中、水圧により前
記収容空間に水が流入する流入ホールを有する人工餌本体と、誘引物質で構成され、前記
収容空間に挿脱可能に備えられる誘引剤とを備え、前記流入ホールを介して流入した水が
前記誘引剤に接触され、前記人工餌本体の排出ホールによって、釣り中、前記誘引物質が
外部に排出されることを特徴とする誘引物質を用いた釣り用人工餌として達成される。
【００１３】
また、前記誘引剤は、液状、発泡剤、及びカプセル形態のうち、少なくともいずれか１つ
で構成されることを特徴とすることができる。
【００１４】
そして、前記流入ホールと前記排出ホールのうち、少なくともいずれか１つは、前記収容
空間において前記人工餌本体の長さ方向または側面方向に少なくとも１つ以上形成される
ことを特徴とすることができる。
【００１５】
また、前記誘引剤は、充填可能であり、液状形態である誘引剤は、注入ニードルを有する
液状注入手段により充填可能であり、発泡剤、カプセル形態の誘引剤は、挿入棒に前記発
泡剤またはカプセルを装着し、前記流入ホールまたは排出ホールに挿入して前記誘引剤を
充填することを特徴とすることができる。
【００１６】
そして、前記誘引物質は、赤色であり、魚類飼料、魚粉末、魚オイル、魚血液、穀物性粉
、及び有機結合剤のうち、少なくとも１つ以上で構成され、前記発泡剤形態の誘引剤は、
炭酸水素と炭酸粉末とをさらに含んで構成されることを特徴とすることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、釣り方法や捕獲しようとする魚種によって様々な方式、
形態の誘引剤を人工餌本体に挿脱、充填できるように結合し、嗅覚のみならず、視覚的に
も魚を誘引でき、釣り糸を振るなど、人工餌に加圧される水圧を調節して、誘引物質が排
出される量を調節できるという効果を有する。
【００１８】
一方、本発明において得られる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していな
いさらに他の効果は、下記の記載から本発明の属する技術分野における通常の知識を有す
る者に明確に理解され得るであろう。
【００１９】
本明細書に添付される次の図面は、本発明の好ましい一実施形態を例示するものであり、
発明の詳細な説明とともに、本発明の技術的思想をより一層理解させる役割をするもので
あるから、本発明は、そのような図面に記載された事項にのみ限定されて解釈されてはな
らない。
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【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌の写真。
【図２】本発明の一実施形態に係るソフトプラスチックで構成された様々な外形の誘引物
質を用いた釣り用人工餌。
【図３】本発明の一実施形態に係るプラスチックで構成された様々な外形の誘引物質を用
いた釣り用人工餌。
【図４】本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌の斜視図。
【図５】本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌の斜視図。
【図６】本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌の分解斜視図。
【図７】本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌の部分斜視図。
【図８】従来の人工餌を使用する状態図
【図９】本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌の使用状態図。
【図１０】本発明の一実施形態に係る液状型誘引剤が充填された釣り用人工餌の断面図。
【図１１】本発明の一実施形態に係るカプセル型誘引剤が備えられた釣り用人工餌の断面
図。
【図１２】本発明の一実施形態に係る発泡剤型誘引剤が備えられた釣り用人工餌の断面図
。
【図１３】本発明の一実施形態に係る発泡剤型誘引剤の斜視図。
【図１４】本発明の一実施形態によって水が流入して誘引物質が排出される状態の釣り用
人工餌の断面図。
【図１５】本発明の一実施形態によって流入ホールと排出ホールとが側面方向に形成され
た釣り用人工餌の断面図。
【図１６】本発明の一実施形態によって長さ方向の流入ホールと２個の傾斜した排出ホー
ルとが形成された釣り用人工餌の断面図。
【図１７】本発明の一実施形態によって収容空間に複数の誘引剤が備えられ、側面方向の
複数の流入ホール、排出ホールを有する釣り用人工餌の断面図。
【図１８】本発明の一実施形態によって収容空間に複数の誘引剤が備えられ、側面方向の
複数の流入ホール、排出ホールを有する釣り用人工餌の斜視図。
【図１９】本発明の一実施形態によって人工餌本体の収容空間に液状注入手段を介して液
状型誘引剤を充填する状態の断面図。
【図２０】本発明の一実施形態によって挿入棒を介して発泡剤型またはカプセル型誘引剤
を充填する状態の断面図。
【図２１】本発明の一実施形態に係る釣り用人工餌製造装置の分解斜視図。
【図２２】本発明の一実施形態に係る第３の金型に設けられる挿入ピンの正面図。
【図２３】本発明の一実施形態に係る釣り用人工餌製造装置の斜視図を示したものである
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下では、本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌１００の構成及び
機能について説明する。まず、図１は、本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り
用人工餌１００の写真を示したものである。図２は、本発明の一実施形態に係るソフトプ
ラスチックで構成された様々な外形の誘引物質を用いた釣り用人工餌１００を示したもの
であり、図３は、本発明の一実施形態に係るプラスチックで構成された様々な外形の誘引
物質を用いた釣り用人工餌１００を示したものである。
【００２２】
　また、図４及び図５は、本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌１０
０の斜視図を示したものである。図６は、本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣
り用人工餌１００の分解斜視図を示したものである。図７は、本発明の一実施形態に係る
誘引物質を用いた釣り用人工餌１００の部分斜視図を示したものである。また、図８及び
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図９は、従来の人工餌１を使用する状態図と本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた
釣り用人工餌１００の使用状態図を示したものである。
【００２３】
　本発明の一実施形態に係る誘引物質を用いた釣り用人工餌１００は、図４～図７に示さ
れたように、人工餌本体１０内に誘引物質で構成された誘引剤２０が備えられて構成され
ることが分かる。
【００２４】
　人工餌本体１０は、内部に収容空間１３を有し、釣り中、水圧により収容空間１３に水
が流入する流入ホール１１を備えて構成される。また、誘引剤２０は、誘引物質で構成さ
れて収容空間１３に挿脱可能に内蔵されるようになる。
【００２５】
　人工餌本体１０は、図１～図３に示されたように、魚形態、ミミズのような環形動物形
態、昆虫の幼虫形態、小さな動物形態などのように、様々な形態で構成されることができ
、また、その形状、大きさ、色相、材質などは、使用用途や使用環境によって変わること
ができる。また、人工餌本体１０の材質は、図２に示されたように、ソフトベイトとして
ソフトプラスチック材質で構成されることができ、ハードベイトとしてプラスチック材質
で構成されることもできる。
【００２６】
　また、図４～図７に示されたように、人工餌本体１０の内部には収容空間１３が形成さ
れ、このような収容空間１３内に様々な形態の誘引剤２０が挿脱可能に内蔵されるように
なることが分かる。なお、人工餌本体１０の外面一側と収容空間１３との間を貫通する流
入ホール１１と、人工餌本体１０の外面他側と収容空間１３との間を貫通する排出ホール
１２とが形成される。
【００２７】
　したがって、図９に示されたように、流入ホール１１を介して流入した水が誘引剤２０
に接触されて、人工餌本体１０の排出ホール１２を介して誘引物質が徐々に外部に排出さ
れて魚を誘引できるようになる。また、このような誘引物質は、赤色で構成され、水に排
出されて拡がるとき、あたかも動物の血を摸写したような効果を発生させて、嗅覚と視覚
を介して魚を誘引する。
【００２８】
このような誘引物質は、赤色であり、魚類飼料、魚粉末、魚オイル、魚血液、穀物性粉、
及び有機結合剤のうち、少なくとも１つ以上で構成される。
【００２９】
すなわち、本発明は、魚のうろこが剥がれるなど、状態が良くないように見えると、同族
同士も死ぬまで傷口部位を攻撃するようになる習性と、魚は嗅覚に相当敏感であり、池や
周辺で傷付いたイナゴやカマキリなどの昆虫が水に落ちると、あっという間に来て食べて
しまう習性を用いて、痛んだ魚や傷ついた虫を摸写し、嗅覚と視覚とを活用して魚を誘引
することを特徴とする。
【００３０】
また、本発明の一実施形態に係る人工餌本体１０は、２個以上に分割されたユニットで互
いに組み立てる方式で構成されたが、両側がヒンジ結合されて開閉可能なように構成され
て、誘引剤２０が消尽された場合、人工餌本体１０を開放して収容空間１３内に誘引剤２
０を再度充填して使用できるように構成される。
【００３１】
また、本発明の一実施形態に係る誘引剤２０は、液状２１、発泡剤２３、またはカプセル
２２など、様々な形態で構成される。
【００３２】
図１０は、本発明の一実施形態に係る液状型誘引剤２１が充填された釣り用人工餌１００
の断面図を示したものである。図１０に示されたように、液状２１状態の誘引物質を注射
器などを用いて収容空間１３に注入する液状型誘引剤２１が適用され得ることが分かる。
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【００３３】
このような形態の誘引剤２０は、ユーザが誘引物質の注入量を調節して、排出される誘引
物質の量を調節でき、一定時間使用後、消尽されれば、注射器形態の液状注入手段３０を
介して再度誘引物質を収容空間１３内に注入して再使用することができる。
【００３４】
図１１は、本発明の一実施形態に係るカプセル型誘引剤２２が備えられた釣り用人工餌１
００の断面図を示したものである。図１１に示されたように、カプセル型誘引剤２２は、
内部に誘引物質が充填されたカプセル２２が収容空間１３に挿入されている形態に該当す
る。したがって、使用時に誘引物質カプセル２２に圧力を提供して破裂させると、排出ホ
ール１２を介して誘引物質が徐々に外部に排出される。
【００３５】
使用例を説明すれば、まず、人工餌本体１０に針２と釣り糸３とを連結した後、カプセル
２２が内蔵された人工餌本体１０を加圧してカプセル２２を破裂させるようになる。カプ
セル２２が破裂された後、釣り竿を活用して人工餌１００を水中にキャスティングすれば
、流入ホール１１を介して水が収容空間１３に流入して内部で誘引物質が液状化され、排
出ホール１２を介して外部に徐々に抜け出るようになる。誘引物質が外部に抜け出すよう
になると、水中に流れて周辺の魚を誘引するようになる。また、ユーザは、釣り竿を振っ
たり、引っ張ることで、誘引物質が排出ホール１２を介してより多くの量が排出させるこ
とができる。
【００３６】
図１２は、本発明の一実施形態に係る発泡剤型誘引剤２３が備えられた釣り用人工餌１０
０の断面図を示したものである。そして、図１３は、本発明の一実施形態に係る発泡剤型
誘引剤２３の斜視図を示したものである。また、図１４は、本発明の一実施形態によって
水が流入して誘引物質が排出される状態の釣り用人工餌１００の断面図を示したものであ
る。
【００３７】
前述したように、誘引物質は、赤色であり、魚類飼料、魚粉末、魚オイル、魚血液、穀物
性粉、及び有機結合剤のうち、少なくとも１つ以上で構成され、発泡剤形態の誘引剤２３
は、炭酸水素と炭酸粉末とをさらに含んで固形剤の形態で製造されるようになる。すなわ
ち、炭酸水素と、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム、アレンドロン酸ナトリウム水
和物、クエン酸、酸アルカリなどをさらに含んで発泡剤２３の形態で製造される。
【００３８】
使用例を説明すれば、まず、人工餌本体１０に針２と釣り糸３とを連結した後、釣り竿を
活用して人工餌１００を水中にキャスティングすれば、流入ホール１１を介して水が収容
空間１３に流入し、発泡剤２３が水と反応して発泡を始めるようになる。発泡と同時に誘
引物質が外部に抜け出すようになると、水中に流れて周辺の魚を誘引するようになる。ま
た、ユーザは、釣り竿を振ったり、引っ張って、誘引物質が排出ホール１２を介してより
多くの量が排出させることができる。
【００３９】
また、本発明の一実施形態に係る流入ホール１１と排出ホール１２とは、様々な形態で構
成されることができる。すなわち、流入ホール１１と前記排出ホール１２のうち、少なく
ともいずれか１つは、収容空間１３において前記人工餌本体１０の長さ方向または外側方
向に少なくとも１つ以上形成される。
【００４０】
図１５は、本発明の一実施形態によって流入ホール１１と排出ホール１２とが側面方向に
形成された釣り用人工餌１００の断面図を示したものである。図１５に示されたように、
流入ホール１１は、人工餌本体１０の側面の一側から収容空間１３に貫通形成され、排出
ホール１２は、収容空間１３から人工餌本体１０の側面の他側に貫通形成されて、流入ホ
ール１１を介して流入した水が収容空間１３内の液状２１、カプセル２２形態、発泡剤２
３などの様々な形態で構成された誘引剤２０と接触されて、誘引物質が側面方向に排出ホ
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ール１２を介して排出され得るように構成され得ることが分かる。
【００４１】
図１６は、本発明の一実施形態によって長さ方向の流入ホール１１と２個の傾斜した排出
ホール１２とが形成された釣り用人工餌１００の断面図を示したものである。図１６に示
されたように、流入ホール１１は、人工餌本体１０の上面一側から収容空間１３に貫通形
成され、複数の排出ホール１２は、収容空間１３から人工餌本体１０の側面に特定傾斜を
有して貫通形成されて、流入ホール１１を介して流入した水が収容空間１３内の液状２１
、カプセル２２形態、発泡剤２３などの様々な形態で構成された誘引剤２０と接触されて
、誘引物質が側面方向に排出ホール１２を介して排出され得るように構成され得ることが
分かる。
【００４２】
図１７は、本発明の一実施形態によって収容空間１３に複数の誘引剤２０が備えられ、側
面方向の複数の流入ホール１１、排出ホール１２を有する釣り用人工餌１００の断面図を
示したものである。また、図１８は、本発明の一実施形態によって収容空間１３に複数の
誘引剤２０が備えられ、側面方向の複数の流入ホール１１、排出ホール１２を有する釣り
用人工餌１００の斜視図を示したものである。
【００４３】
図１７に示されたように、収容空間１３内にカプセル２２形態、発泡剤２３などの様々な
形態で構成された誘引剤２０が複数収容され得るし、流入ホール１１は、人工餌本体１０
の上面一側から収容空間１３に貫通形成され、複数の排出ホール１２は、収容空間１３か
ら人工餌本体１０の側面に複数貫通形成されて、流入ホール１１を介して流入した水が収
容空間１３内のカプセル２２形態、発泡剤２３などの様々な形態で構成された誘引剤２０
と接触されて、誘引物質が側面方向に排出ホール１２を介して排出され得るように構成さ
れ得ることが分かる。
【００４４】
また、本発明の一実施形態に係る様々な形態の誘引剤２０は、充填可能である。図１９は
、本発明の一実施形態によって人工餌本体１０の収容空間１３に液状注入手段３０を介し
て液状型誘引剤２１を充填する状態の断面図を示したものである。液状形態である誘引剤
２１は、注射器形態などの液状注入手段３０の注射ニードル３１を人工餌本体１０に挿入
、注射して充填可能なように構成される。
【００４５】
図２０は、本発明の一実施形態によって挿入棒４０を介して発泡剤２３型またはカプセル
２２型誘引剤２０を充填する状態の断面図を示したものである。図２０に示されたように
、発泡剤２３、カプセル２２形態の誘引剤２０は、係止突起４１が形成された挿入棒４０
に発泡剤２３またはカプセル２２を装着し、流入ホール１１または排出ホール１２に挿入
棒４０を挿入して誘引剤２０を収容空間１３に内蔵させて充填させて再使用できるように
構成され得ることが分かる。
【００４６】
以下では、本発明の一実施形態に係る釣り用人工餌１００の製造方法について説明する。
図２１は、本発明の一実施形態に係る釣り用人工餌製造装置５０の分解斜視図を示したも
のである。そして、図２２は、本発明の一実施形態に係る第３の金型５３に設けられる挿
入ピン６０の正面図を示したものである。図２３は、本発明の一実施形態に係る釣り用人
工餌製造装置５０の斜視図を示したものである。
【００４７】
図２１～図２３に示されたように、本発明の一実施形態では、金型を用いて複数の人工餌
１００を射出成形にて製造できることが分かる。このような製造装置５０は、上型に該当
する第１の金型５１と、下型に該当する第２の金型５２、そして、複数の挿入ピン６０が
設けられた第３の金型５３で構成される。
【００４８】
このような第１の金型５１と第２の金型５２とは、上下に互いに組み立てられ、第３の金
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射出成形のための金型を構成できる。また、第３の金型５３を基準に第１の金型５１と第
２の金型５２との各々が回動可能なように構成されることもできる。
【００４９】
第１の金型５１及び第２の金型５２は、製造後、人工餌本体１０を形成する内部空間を有
し、第３の金型５３には、図２２に示された挿入ピン６０が設けられるようになり、挿入
ピン６０は、一側から他側に直径が増加するように構成されるか、係止突起６１が形成さ
れて挿入ピン６０にて人工餌本体１０の収容空間１３に内蔵される発泡剤２３、カプセル
２２などの形態を有する誘引剤２０が挿入されて固定される。
【００５０】
したがって、誘引剤２０が挿入された複数の挿入ピン６０を各々第３の金型５３に設けた
後、第１の金型５１と第２の金型５２とを組み立てた後、第１の金型５１と第２の金型５
２との内部空間に人工餌本体１０を構成するようになる外皮物質を挿入して、本発明の一
実施形態に係る釣り用人工餌１００を製造できるようになる。
【００５１】
したがって、このような人工餌製造装置５０を用いて１回の射出成形で複数の釣り用人工
餌１００を速かに製造できるようになる。
【００５２】
また、上記のように説明された装置及び方法は、前記説明された実施形態等の構成と方法
が限定されるように適用され得るものではなく、前記実施形態等は、様々な変形がなされ
得るように各実施形態の全部または一部が選択的に組み合わせられて構成されることもで
きる。
【符号の説明】
【００５３】
１：従来の人工餌
２：針
３：釣り糸
１０：人工餌本体
１１：流入ホール
１２：排出ホール
１３：収容空間
２０：誘引剤
２１：液状
２２：カプセル
２３：発泡剤
３０：液状注入手段
３１：ニードル
４０：挿入棒
４１：挿入棒係止突起
５０：人工餌製造装置
５１：第１の金型
５２：第２の金型
５３：第３の金型
６０：挿入ピン
６１：挿入ピン係止突起
１００：誘引物質を用いた釣り用人工餌
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